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1.｢麦寮の移植適応性について (1)移植麦の

生態に関する-観察｣『西京大学学術報
告 ･農学』2号 :40-49.1952.

2.｢水稲畦立栽培に関する基礎的研究 (第

一報) 畦の地温 と港概水温について｣

(抱 利夫,榎本中衛と共著)『日本作

物学会紀事』22(I,2):57-58.1953.

3.｢早越が大豆の生育に与える影響特に開

花に関して (予報)｣『日本作物学会紀事』
22(1,2):95-96.1953.

4.｢水稲畦立栽培に関する基礎的研究 (栄

二報)土壌の pH と Ehについて｣(悼

嶺真弘,榎本中衛と共著)『日本作物学

会紀事』22(3,4):6ト62.1953.

5.｢早魅が大豆の生育に与える影響特に開

花に関して｣『西京大学学術報告 ･農学』
5号 :142-154.1953.

6.｢水稲畦立栽培に関する基礎的研究 (第

三 ･四報)特に土壌中のNと CO2 含量

及び稲の生育 と収量について｣(北川幸

二,八木義和,榎本中衛と共著)『日本

作物学会紀事』23(3):163-166.1955.

7.｢水稲の畦立栽培と雑草の分布｣(藤井

薫,榎本中衛と共著)『農業技術j10(6)･.

1-2.1955.

8.｢水稲の早期及び晩期栽培に関する実験

- 供試品種の収量と二,三形質との関

係｣(原田賢之,国府 均と共著)『西京

大学学術報告 ･農学』7号 :12卜130.
1955.

9.｢水稲の交雑実験中に出現したへテロシ

スに就いて｣(原田貴之,梅景 惨と共

著)『西京大学学術報告 ･農学』7号 :
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篇』 の概要の紹介- ｣『農業及園芸』
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著)『京都府立大学学術報告 ･農学』12
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澱粉粒表面構造の電子顕微鏡的観察｣(岡

本 -と共著)『日本作物学会紀事』29
(1):89-92.1960.

19.｢水稲のPhosphorylaseおよびq-enzyme

活性,特に精 ･梗澱粉生成との関連につ

いて｣(藤原多見夫,大石多嘉四朗と共
著)『日本作物学会紀事』29(2):219-222.

1961.

20.『緑化現象 を中心 とす るモチ玄米の特

性に関する研究』(京都大学学位論文)
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微細気象とProductivestructure｣(梅景

修,野田雄司と共著) F京都府立大学学

術報告 ･農学｣15号 :57-66.1963.

24.｢タイ国の水稲栽培技術について｣『東南

アジア研究』2(1):25-42.1964.

25.｢タイ国における水稲の土地生産性に関

する覚書｣『熱帯農業』8(2):76-81.1965･

26.｢熱帯アジアの水田雑草 と防除法概観｣

『近畿作物 ･育種談話会報』10号 :73-76.

1965.

27.｢水稲移植操作の省力化に関する研究Ⅰ.

苗を横たえた場合の生育相の変化｣(梅

景 修,井上浩一郎と共著)『京都府立大

学学術報告 ･農学』18号 :70-77.1966.

28.｢水稲移植操作の省力化に関する研究Ⅱ.
横植栽培水稲の窒素追肥時期と収量との

関係｣(梅景 修,武山春雄と共著)『京

都府立大学学術報告 ･農学』19号 :55-

59.1967.
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30.｢東南アジアにおける水稲増収上の二,
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南アジア研究』5(4):49-59.1968.

31.｢北タイにおける土壌の特性 と水稲の収
量｣(服部共生,PonpitPiyapongse,川

口桂三郎 と共著)『東南 アジア研究』6

(2):93-108.1968.
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Akihamaand0.Kinoshita). TonanAjia

KenkJu(SouiheaJtA∫ianSiudie∫)8(1):36-
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and T.Kuroda).InPreliminaryReport

of ToltoriUniveTn'lJ'sScicnl2'fl'cSuruey,
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41.AlterationofCultivatedRicein lndo-

china.JARa7(3):160-163.1973.
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済』3別10):16-22.1973.
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GrainsRecoverdfrom Ruinsin∫ndian

Sub-Continent- A Studyonthe Al-
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